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【科目】[ 機器分析 II]

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】選択　【学期・単位数】前期・1 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・5 年次
【担当教員】

友坂 秀之

【授業目標・教育方針】
機器分析Ⅰでは汎用性の高い分析手法について基本的な部分を学んだ。機器分析Ⅱでは、より複雑な分子を対象とし
た分析法について理解する。

【授業概要】
複雑な構造の化学物質の同定や物性の測定について学ぶ。
授業では、以下の分析手法について原理と測定について解説する。
核磁気共鳴分光法（NOE,2D-NMR ほか）
GC-MS、旋光分散、円二色性など

【教科書・教材・参考書 等】
参考書：泉　美治他著「機器分析のてびき」　化学同人
        物理化学および有機化学の教科書

【成績評価方法】
［前期］中間試験：40%，期末試験：40%，レポート：20%

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力
(2-d) ( 工学 ) 技術者が経験する実務上の問題点と課題を理解し，適切に対応する基礎的な能力

【授業計画】（授業名：[ 機器分析 II]）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

第 1 回 核磁気共鳴分光法（１） NMR について基本的な事項を整理、確認する .

第 2 回 核磁気共鳴分光法（２） 13C-NMR、NOE、二重共鳴法、相関 NMR 等について
の原理（１）

第 3 回 核磁気共鳴分光法（３） 13C-NMR、NOE、二重共鳴法、相関 NMR 等について
の原理（２）

第 4 回 核磁気共鳴分光法（４） 13C-NMR、NOE、二重共鳴法、相関 NMR 等について
の実際（１）

第 5 回 核磁気共鳴分光法（５） 13C-NMR、NOE、二重共鳴法、相関 NMR 等について
の実際（２）

第 6 回 核磁気共鳴分光法（６） 13C-NMR、NOE、二重共鳴法、相関 NMR 等について
の実際（３）、演習

第 7 回 質量分析法 GC-MS, 炭水化物の質量分析、タンパク質の質量分析
第 8 回 中間試験
第 9 回 旋光分散（１） 旋光度、旋光分散
第 10 回 旋光分散（２） 旋光分散とらせん含量
第 11 回 コットン効果 コットン効果
第 12 回 円二色性 円二色性
第 13 回 コットン効果・円二色性とタン

パク質の構造
コットン効果・円二色性とタンパク質の構造

第 14 回 材料の分析法 粉末 X 線回折、ESCA,ICP ほか
第 15 回 まとめと演習 演習

- 1 -


